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Ⅰ研究の背景 
 
１．デイサービスをとりまく状況 

介護保険制度における要支援又は要介護と認定された者のうち、2007 年末のデイサービ

スの利用は要介護 4、5 の介護度の高い者でも、要介護者全体の 17.2％が利用している。

今後、後期高齢者人口の増加にともないデイサービスの利用者および事業所数が増加して

いくことが予想されている。 
現在のデイサービスでは、介護度の異なる利用者が、同一の場で類似のプログラムを提

供されているのが現状である。この状況で、一人ひとりのニーズにあったサービスを提供

することが困難となっている。 
 

２．デイサービスに関する先行研究 
 利用者本人を対象としたデイサービスの効果に関する研究では、精神的・社会的変化の

改善、機能改善、生活習慣の改善等があり、精神的活動が高揚するなどが明らかになった

とする報告がある。デイサービスへの参加・継続及びその要因に関する研究では、プログ

ラムの満足度で、送迎、入浴、給食、行事、健康チェックなどほぼ満足していた。中断の

要因ではＩＡＤＬが低い者が中断しやすいと報告されている。利用の抵抗感では、職員と

の信頼関係が介助の依頼に関係しているとの報告がある。また、デイサービス利用の家族

介護者の介護負担感の軽減に効果を上げている。 
 しかし、先行研究には、要介護度の高いデイサービス利用者の個別のニーズを研究した

ものはない。 
 
３．研究目的と意義 

要介護度が高く援助を受けることの多い高齢者が、どのような気持ちでデイサービスを

利用しているのか。デイサービスに何を求めているか。を介護度の高い利用者の視点から、

ニーズを明らかにすることで、今後のデイサービス・プログラムに役立てる。 
 
Ⅱ 研究方法 
１．調査対象者：デイサービスを利用している介護度の高い利用者６名(年齢 65 歳～89 歳)。

２名ずつ３施設で行い、重度の障害がなく受け答えのできる利用者とした。 
２．実施期間：平成 21 年８月～10 月 
３．調査方法：半構造化インタビュー調査を用いた質的研究 
４．分析方法：録音したインタビュー内容の逐語録を作成し、修正版グラウンデッド・セ

オリーの手順に従って分析した。 
５．倫理的配慮：施設と利用者に許可を得る。施設には、この研究は、施設や利用者の情

報は研究以外では使用しないこと、利用者には、この研究の目的、回答は

自由意志であること、回答を拒否してもデイサービスでの不利益は被らな

いこと、いつでも中止できることなどを施設と利用者に書面と口頭で説明

した。以上を含め桜美林大学の倫理規定に従った。 
 
 



Ⅲ 研究結果 
   要介護度の高い高齢者の《デイサービスの利用の目的》には利用者が主体的に参加を

希望する【利用者の意向】による場合と、主体性を持たずに家族の支持に従い【家族の

意向】で参加をする２つの場合がある。利用者が主体的に参加を希望する場合は 3 つの

パターンに区分された。1.介護保険制度の趣旨に基づき利用者自身で自己選択・決定し【利

用者の意向】でサービスを利用するもの。2.家庭での居場所が無く自らの居場所を探した

いという思いで参加する｢居場所を求めて参加」の場合、3.家族の介護負担の軽減を目的

とした参加がある。それに対し【家族の意向】で家族の支持に従い参加するものがある。

一般的に要介護度の高い高齢者の場合は、家族の意向が強くサービス利用の決定権も本

人よりも家族の意向が強い場合が多い。利用者本人はサービス利用の意向には主体性を

持たず参加しているのが現状である。それに対して不満を持つのではなく、あくまでも

家族の決定に従うことが、自分にとっての良い決定であるかのようにみうけられる。 
デイサービス利用では《家族の状況と関係性》が基本にある。関係性が悪い場合は家

族からの介護があてにできなかったり、疎外感でデイサービスに通って来ざるを得ない状

況になっている。逆に関係性が良いと家族に感謝をして、家族の介護負担の軽減のため自

らデイサービスに通っている利用者もいる。サービスを受けた後、《デイサービスに参加

しての利用者の認識》は【肯定的認識】【否定的認識】の２つに分けられる。【肯定的認識】

ではリハビリや介護を受け、本人が満足しサービス利用の意向が強化されると、当初の参

加が家族の意向であっても行きたいという本人の意向に変わる。その半面【否定的認識】

の利用者は家族の意向のみで来ているため、自ら何かをしようとすることに積極的になれ

ずデイサービスの満足度は低い状態であり、家族の意向の強いままである。 
 

Ⅳ 今後の課題 
（１） 今回得られた結果が介護度の高い人の特性であるかどうか、軽度利用者との比較を

通して検証することが必要 
（２） 利用者の意向の変化の過程は、利用者の振り返りからの結果であり、実際にそのよ

うな経過をたどるのかどうか、前向きの追跡調査も必要 
（３） 家族の意向については、利用者が思い描いている意向であるため、家族への調査に

よる検証も必要 
 
Ⅴ まとめ 
１．利用者の意向は、介護やリハビリ等を受けるだけでなく、居場所を求めたり、家族の

介護負担に配慮しながら参加している。２．介護度の高い利用者では、家族の意向で参加

する割合が高いが、職員の対応・プログラム・リハビリ等が充実していると実感したり、

楽しみと感じた場合には、利用者の参加意向が強化される。３．デイサービス利用の本人

と家族の意向は、家族状況の関係性によって影響を受ける。４．デイサービスの参加に対

して、本人が否定的な認識のままであれば、利用者の苦痛だけではなく無気力となる危険

性もある。 
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